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① A, ② A に近い，③どちらともいえない，




























































高い項目は，Q 8頑固 (33.6%）で，次いで Q
5考え方が主観的， Q 3不安感をも っている，





y 1 兄弟（姉妹）関 C 1 一人っ子， 2人以上の
係 兄弟 （姉妹）の末っ子
C 2 2人以上の兄弟 （姉妹）
の長子
C 3 その他
y 2 主として住んだ C 1 田舎
（育った）所 C 2 街
C 3 都市
y 3'老人と同居した C 1.ある
経験 C 2 ・ない
y 4 老人にかわいか C 1 ある
られた経験 C 2 ない




















口．一般市民 ■ ：伶獲科学生 ＊． （p<0.05) 
* * : (p<0.01) 
図 1 看護科学生と一般市民での老人に対する否定的イ
メージの回答率
表 3 質問別にみた老人に対する否定的イメ ージ
どちらか そうは思
骰 問 そう息う というと
そう息う
わない
Ql  籾神状態が不安定 10(7 0) 56(39 2) 77 (53 8) 
Q 2 物事に敏感 28(19 6) 40 (28 0) 75 (52 4) 
Q 3 不安感をもっている 36 (25 2) 60 (42 0) 47 (32 9) 
Q 4 劣等感をもっている 13(9 I) 48 (33 6) 82 (57 3) 
Q 5 考え方が主観的 39 (27 3) 55(38.5) 49(34.3) 
Q 6 性格が攻繋的 7 (4 9) 18 (12 6) 18(82 5) 
Q 7 依存的 27 (18 9) 52 (36 4) 64 (44 8) 
Q 8 頑il/tl 48(33 6) 62 (43 4) 33(23 l) 
Q 9 梢極的 15(10 5) 51 (35 7) 77 (53 8) 
QlO 行動が不活発 21 (14 7) 62(43 4) 60 (42 0) 
Ql 物事に飽きやすい 2(1 4) 1903 3) 122 (85 3) 
Q 12 やることが粗雑 4 (2 8) 19(13 3) 120(83 9) 
Ql3 やることが遅い 26(18 2) 53 (37 1) 64 (44 8) 
Ql4 感梢的 30 (21 0) 56 (39 2) 57 (39 9) 
Ql5 息慮が浅い 5 (3 5) 19 (13 3) 119 (83 2) 
Ql6 l;'iい感じがする 6 (4 2) 41 (28 7) 96 (67 1) 
Ql7 冷たい感じがする
゜
11 (7 7) 132 (92 3) 
Ql8 不潔な感じがする 4 (2 8) 39(27 3) 100 (69 9) 
Ql9 俯らしい存在だ 2 (1.4) 4 (2 8) 137 (95 8) 
Q20 役に立たない
゜
















第 11!;子 Q 6 性格が攻9宍的 0 43 2 92 14 60 
嫌悪感 Ql2 やることが粗雑 0 60 
Ql5 ，思慰が浅い 0 63 
Ql7 冷たい感じがする 0 57 
Ql8 不湘な感じがする 0 53 
Q 19 怜らしい存在だ 0 73 
Q20 役に立たない 0 48 
第 2囚子 Q 1 精神状態が不安定 0 56 2 37 26 43 
性格や精 Q 3 不安感をも っている 0 54 
神状態に Q 5 JI・え方が主観的 0 54 
関する否 Q 7 依存的 0 43 
定的イメ Q 8 ilil;I 0 4 
ーン． Ql4 惑情的 0 50 
第 3囚子 Q 4 劣等感をも っている 0 49 1 82 35 51 
行動に関 Q 9 il'1極的 0 54 
する否定 QIO 行動が不活発 0 56 
的イメー Ql3 やることが辻い 0 41 
ン． Ql6 ut,い感じがする 0 46 
表 5 老人に対する否定的イメ ージの因子別平均回答得
点
因 子 平均値土標準偏差 t検定＊
第 1因子媛悪感 0 16士028 C 
第 2因子
性格や粕 神 状 態に関 す 0 84士049 a 
る否定的イメージ
第 3因子
行動に関する否定的 イ 0 58士045 b 
メージ
注得点が窃いほど否定的イ メージが強い．＊ ：異な った



































Y 3, Y 4はかかわりをもっていなか った。Y










兄弟 （姉妹） 主として住 祖父母と の 学年
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Cl CZ C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 









は老人に対する嫌悪感と同様， Yl, Y2, Y 
5が影帯を及ほし， Y3, Y4, Y6はかかわ













＇ Cl C2 C3 Cl C2 C3 Cl C2 C3 
カテゴリー カテゴリー カテゴリ ー
注図 2に同じ．










Cl C2 C3 Cl C2 C3 
カテゴリー カテゴリー
注図 2に同じ．












否定的イメージには， Y 5, Y 6が影咽を及ぽ
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